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岩 井 憲 幸
1は じめに
本稿は, 大黒屋光太夫(宝 暦1・1751一文政11・1828)が漂流以降死没する迄,す わち天明2年
(1782)から文政11年(1828)迄に書 き残 した種 々の文書や断片中にあらわねるロシア語 および 日:本
語の文章 ・語句 ・単語等を語学的に検討し分析するものである。それによって残された資料の言語的
な特徴づけ と価値づけを行ない,さ らに光太夫の文学感覚および言語感覚にせまってみたい。さらに
その応用 として, 以前 より問題 とされて きた大黒屋光太夫の署名の表記につ き,ひ とつの解答を与え
る もの とす る。
2 光太夫の書蹟資料
光太夫がロシアに漂流 してから帰国し,死没する迄書いた文字資料は現在のところ次のものが知ら
れてい る。 ジ ャンルが種 々雑多にわたるが,煩 をい とわず通 し番 号を付 して年代順に列挙する。 ただ
し28以下は年紀不詳であ る。また,6・7・8の書 き込みの大部分 は光太夫 のロシア滞在時の もの と
推定 しうる。
Y. ゲ ッチ ソ ゲン在 日本地 図Asck284(1789年・寛政1)1)
2. 同ジーフ ァースの記念帳(1790年・寛政2)
3. 同 日本 地 図Asch285(1791年・寛政3)
4. 同 日本地 図Asch286(1791年・寛政3)
5. 同書 簡Asch150(1791年・寛 政3)
6. 旧レニングラー ド在浄瑠璃本等書き込み

























30.鈴鹿在遺墨 〈イロ八 二ホヘ ト〉
31.同 〈ヤマケフコエテ〉







以上の外に伴信友田蔵遺墨,亀 井高孝のいう扇面 〈松〉,さ らに書跡の木版刷 りおよびいわゆる『光
σ
太夫露文日記』等が存在 したらしいがその所在をしらない2)。また上表中には光太夫の手になるか否
か疑問視 される もの,お よび筆者未見の ものを含む。未見は次の通 り:641・12・16・18・20・
23・25 ・26・27・29・33。た だ し多 くの場 合 写真 等 に よって間 接的 に観察 した。







2分 する方法 である。光 太夫 の帰朝 は寛政4年(1792)であるか ら,資 料1～8を 第1グ ル ープ,
9～27を第2グ ル一層プ,そ して年紀 をもたない第3グ ループを28～38とすることがで きる。第1グ ル
ープはロシアの地 において書かれ,第2・3は 日本の地で書かれた。ただ時間的にみた場合,資 料10
と11の間に大 きな時間差があることは考慮する必要があろうか。いわゆる遺墨の数は現在の資料で
みるか ぎり,文 化9年(1812)から書 きは じめ られ る。 むろん この以前 にも,た とえば無年紀の資
料が書かれていたのかもしれない。あるいは文化魯冠事件など世間のロシアに対する関心の高まり
と,書 蹟の出現は関係があるのか もしれない。個人的な幽来事 として,文 化9年 に官 に請 うて剃髪
したが名 をかえることはゆるさ;れなか った。資料10と11の間の18年間にはた して意味があるかない
かは別 に検討を要す るであろ う。ただ し,そ うすれば,帰 朝直後 ともい うべ き資料9と10は,い わ
ば光太夫において まだロシアの熱 にうかされていた時期であ って,そ の点からすれば,1～8の グル
ープに近 いというべ きである。む しろこれが資料 自体 からの時間 による分類 というべ きであろうか。
① 第1グ ル ー プ:1～10.
② 第2グ ルー プ:11～27.
③ 第3グ ルー プ:28～38.
使用された文字による分類を考 える。漢字 ・仮名をか りに日本文字 とすれば,資 料 に用 いられた文
字はロシア文字 および 日本文字 であ り,次 の ように資料を分類 しうる。
① ロシ ア文 字 の み使 用:7,9,10,28,30,31,32,33,34,35,36,37,38.
② 日本文 字 のみ 使用:2,5,22,27
③ ロ シ ア 文 字,日 本 文 字 の 併 用:1,3,4,6,8,11,12,13,14,15,16,17,18,19,20,21,23,24,25,
26,29.
ロシア文字で書かれていても,ロ シア語である とはかぎらず,日 本語のいわばローマ字表記である
ことが しば しばである。前者は遺墨に限っていえば,す なわち資料2,1C～38中,10と38のわずか2
点をかぞえるにす ぎない。後者が多数であ り,後 述するが,そ こに光太夫の独 自性 も認め ることがで
きる。
帰朝 後の遺墨 につ き,そ の書かれている内容を見れば,従 来いわれていたように光太夫はおめでた
い文字 や語句 を好んだ とい うことは,や は り第1の 傾向 としてみ とめてよかろ う。ただ,.使用文字
の別 を考慮外 として,細 か くみれば次の ような内容が書かれている。以下 で光太夫遺墨の内容は尽 く
される。なお④のe)は 喜寿 を自ら祝 う文章 である。
① ロ シア語 の単 語=〈EHyaPb>3)〈rpaΦL>4)









f)イ ロハ 〈イ … ・ス,京 〉







光太夫は日本の文字 とロシア文字 とを用いた。道具 として毛筆,鷲 ペ ンおよび鉛筆 を用 いた9)。後
2者はむろんロシアたあ ってが主 といえる。 日本の文字 の使用は光太夫が 日本人ゆえ,当 然の ことで
はあるが,次 の諸点 には注意 すべ きである。漢字の書 き方は草 ・行 ・楷 すべてにわた る。書 きぶ り
は,こ とに行 ・楷書において,光 太夫独 特の書 きぶ りをもち,と きとして,亀 非高孝のい うように
くやや悪達者な書振 り>10)となる。字 体は異体字 を好む傾向を有 し塒,さ らに彼一流の デフ ォル メを
行な うことがある12)。用字法 におい て,漢 字 の場合,音 通13)による文字 を 自由に用い,し か も好字
をこのむ。 さらに,仮 名 もこれに交えて用 いることが しば しばである14)。これ らは今 田からみれば,
奔放 すぎるように感ぜ られるが,あ る程 度は江戸期において一般的な ことがらであ った。ただ し,光
太夫は これ らの ことを意識的に行なっていた とおぼ しく,文 字の視覚的な効果 を重ん じ,時 に遊 び心
も働 らいた ようにもみ るこ とがで きる15>。この意識は,ロ シア文字による書蹟の場合 にも,強 く反
映 していると考える。
ロシア文字について,第 一に指摘すべ きは次の点であ る。すなわち,光 太夫はロシアにおいて教師
とい うべき者にロシア文字の書 き方を正式に習い,彼 もまたこれをよ く習得 していた とい うことであ
る。(彼と伴僧友 との問答 を想起せ よ。)おそらく師はキ リル ・ラクスマ ソであ り,場所はイル クーツ
ク,教 科書は 『魯西亜国字学』16)であ ったろ う。形 式的 な側面で は,彼 は文 字の書法の基本 を教わ
り,さ らに18C風の異体 もあわせおぼえ,つ いで,パ ンクチ ュエーシ ョンの初歩であ るピリオ ドの
使い方を頭にたたきこまれた。光太夫 も必死であったろ う。 レセ ップスも光太夫が ロシア語学習に余
念のないことを伝 えているが,異 文化の体系であるロシア文字の習得は,時 代を考え,さ らに横文字
とも全 く無縁であった彼の立場を考えるとき,ひ とつの大 きな仕事であったろう。少な くともロシア
にある時の光太夫のロシア文字は基本に忠実で,しばしば初学者のおちいりやすい誤りをおかさず,
きわめて読みやすい文字であるが,時 がたつにつれてか達筆の域 にも入 って くることが観察で きる。
ただ 〈b>とくb>の本質的差異について感得で きなか ったようで,ロ シア語 としては綴 りを個別的
に覚えた らしくその使用法は正 しいが,日 本語 を表わす場合,動 揺 している。 もっともロシア人にお




18C風のそれは飾 りに富 むが,光 太夫 もこれを用いる。 ときにはデフ ォルメがみ られる。小文字の
異 体 で は くe・ 名 ・E・n・m・ 昆 ・〉(そ れ ぞ れ 〈B・n・e・K・T・A>の 異 体)を 用 い,さ ら に
〈〈!0〉も用 いる(=HO/io)。そ して帰朝後の書蹟 には,こ れ ら異体が同一文字のhな 別珍を示すた
めに用いられているのであ る。 このや り方は,日 本の文字の場合 と同様である。第二 に言 うべ きは,
上述の第一の点 をうけて,ロ シア文字 をローマ字風 に用いて 日本語 を綴 り,と きに 自己の心境を独 白
してい るとい うこと。 さらに帰国後は,ロ シア文字を彼 一流の流儀で 「書」に仕立ているとい うこと
である。む ろん光太夫以前の ロシアへの漂流民中には ロシア文字を使 って 日本語 を綴 った人々がいた
わけではあ るが,幸 いにも帰国 し,自 己の習得 したロシア文字 を光太夫のように自在 に用いた人物 は
他にいない こともた しかである。
さて,何の禦肘もうけない光太夫のロシア文字による日本語表記がまとまって観察 しうるのは,資
料6に 含まれる2つ の書 き込みである。その第1はr森 鏡』裏表紙 のそれ,第2はP絵:本 写宝袋』
欄外のそれである。 これらは分析に値する。
5資 料の分析
この2資 料 は筆者未見であ り,か つまた不鮮明な写真 しか与え られていないゆえに,実 の処,細
部 について しば しば判断に迷 う場合がある。 しか しながら,そ の場合を除外 して も,光 太夫 自身 の綴
り方 を窺い知る絶好の資料であることも疑 いない。ゆえにあえて ここで とりあ げる。写真ゆえの不明
点はその由を明記する。
r森鏡』裏表紙 の書 き込み(以 下Mと する)を 現行体字母に よって翻刻すれば次の通 りであ る17)。
ただ し,原 文の大文字小文字の判定は難 しく,し たが って意図的に行なった。 また写真の状態が悪 く
ピリオ ド等は見えず,よ って翻 刻では付さない。な お第1列 の数字 は行を示す。 また文中に漢字 を















2 この本は版の じゃない。書 き
3手 が書いたの じゃ。それぞれ この
4本 は小浜諌 トクジロウに手前の本 と
5か えて借 りて きた。みな海へ落 して
6此 本ばか り残 りた。1織物で
7読 むのにた よりな い。 ほかに本が
8 あ りて も涙がこぼれて どうも
9読 まれん。
第1行 のnシ ア語 〈∬HO脳y>は く日本人 に〉 の意だが光太夫の誤解 とみて上記の意と解する。この
言いまわ しは彼が多用する。はじめに光太夫の方言的要素につき指摘しておく。工段をイ段に発音す
る場 合が多 くみ られ る。 おそ ら く光太夫の 方言 が狭 いeの 音で あ ったためで あろ う18)。例:2-3
KaKH-THra[書 ぎ 手 が],一 4 丁耳MaeHO[手前の],5KaPHT∬} [借りて], 8 』
彙 として,〈 涙 〉 を清音で発音している =8HaMnTara.一
次にロシア文字の字体をみる。不鮮明ゆえにすべてをつ くす ことがで きないが,〈B・9・E・u
N・m>(そ れ ぞれB・ π・e・K・H・Tの ヴ ァ リア ソ ト)を み とめ うる し,〈分 〉 の使用 もあ る。
つ いで, 日本語がロシア文字 で どう綴 られているかを,発音どおりに五十音図の表中にあらわして
みると次の ようになる。ただ し第1行 は除外する。表中の空欄は例が存 しないことを示す。
段
行 ア イ ウ
工 オ
ア a H,蕗 e 0
カ Ka .K照 Ky KO
サ ca C競 CO
タ Ta TN 叫y Te TO
ナ Ha HH H(
ノ、 xa XO
マ Ma MH My MO
ヤ 盒
♂























表 中,次 の点を確認 してお く,① 〈イ〉 の表記 に2つ あるが,値〉は特例である (ロシア文字 とし
て 〈藍〉が語頭 に立つこ とはない)。② 〈シ〉 を 〈CH>と綴 る。 ③ 〈チ〉 を<TU> と綴 る。④ 〈ツ〉
を 〈uy>と綴 る。⑤ 〈ハ ・ホ〉 を 〈xa・xo>と綴 り,子 音字 〈x>を用 い る。⑥ 〈リ ・レ〉 を くPH
・pe>と子 音 字 〈P>を用 いるのに対 し,⑦ 〈ロ〉の み 〈∬o>と くn>
.
音字 を用 い る。⑧ 〈ジ〉 は
く)KH〉。⑨ 〈ジ ャ〉 は 〈3π/》Kπ〉 とゆれる。⑩ 長音はこれを無視 して短母音字のみで綴 る:4TOKy珊一
皿o[ト ク ジ ロ ウ],8以OMO [どう も]。⑪促音は無表記の場合と,⑪'促音化以前の言いまわしに回
一 一 曹 曾 ■
避する場合 とがある。⑪ の 例:6勇cauy[1冊], ⑪'の 例:6 HOKOPHTe[残 りて], 8ap皿TeMO[あ
りて も]。⑫二重母音的綴 り 〈アイ〉等は ぐ一aH>と綴 る:2 HaH[な い], 31くaHTaHO}闇[書い た の
じゃ]。(た だ し7 Ta分PHHaK[たよ りな い]の 一Ha胚は"Ha所かもしれないが写真不鮮明)。⑬搬音は
語中およびこれに準ずる場合(助詞等が接続する場合等) は, 〈H>と綴 り, 語末 とくに文末で 〈Hb>
と綴 る。 この 〈Hb>の綴 りは ロシア語的な綴 りであ る。なぜな らロ シア人は 〈ソ〉を しば しば軟子
音 として聞 き,〈H6>と表記する。前者の例:2,4 xOHBa[本 は],2xaHHO3涯[版 の じゃ],4xoHTO
[本とコ,6此xOH 6aKaPH[此本 ば か り],7xOHra[本が]。後者の例:9合MapeHb[読まれん]。
同様にr絵本写宝袋』欄外の書 き込み(以下T とする) も翻 刻す る19)。やは り漢字 ・仮名 が含 ま








r @』 … ㎜1一 一・1・raHH・a.踊[]一]潮 噛
四
4KoKo.Kye.MaupHTe.1くoHouyKHHH=Te.HaHauyK盟HH,HapHMoc[1,cOJ江o.=









9CaTeMO, h ・ XHTO=:HH. aBa∫leMeHO.CyKocHMOHa翻uy》期.=
10KoHoiδH旺.yKHHaHb。HTa田co∬o.1くoToMo.MliHaMHHa・Kyl掘 闘HTe・ ,
110牙HHxyKO. HTa田coJm.6aUHHIIco∬o.HMaBa.BaraM}1HoyeTo.HaPHHHKePH・
12HaHbHaKy. (r) Mera.HMaBa. (;)51HHxyKoBoHTa至皿coHoKaBapHBo。
一 9一
306
13・MaB・.[=匪=]Mera.一 〇・・肌 ・aμ…C・M・Ky・ap四韻 ・=





か ら(イ)～1は くrpaΦL6e360po耶o[伯爵 ペ ズボ ロ ッコ]〉 を 含む 語 句 で あ る と思 わ れ,さ らに(リ)～
〔s三c)5
ω もこれ らの 一 部 であ ろ う。 また,7行 の 〈H岨MocaUHMO>のくM>の 上 に は<A>の 小 文字(?)
が上書きしてあり,さらにこの語全体の下に6文字以上の片カナの書き込みが見られるが判読でき
な い。 ま た第1行 〈C=HeTep6yp玲〉〈npiexa刀b>はロシア語 で あ る。2行 目 〈roo>は意 味 不 明。
いず;れにせよ,上 記の一文は次の ように読 める。[]内 はロシア語の和訳を示 し,【 】は消 しあ
と分 を示 し,()はH本 語を示す。
1さ ては[サ シク ト ・ペテルブルク]へ[着 き申し候]。今にて七 月目にな り候。
グラフ
2.さて 【伯爵ベズボrッ コめは】ゴオ[?]
3さ てさて 【伯爵ベ ズボロッコめは】にがにが しい 【伯爵ベズボロ ッコめ】 じゃ。
4こ の国へ参 りて,こ の月にて七月にな り申 し候。
5そ れに 【伯爵ベ ズボロッコ7あ は,(天下様へ)天 下様 へ通 し
6申 さず候。国へは帰 さず,ゴ ランッ ゥへはやらず,天 下様へは
7渡 さず,銭 は くれず,に つち もさち もにち も
8さ ち も動かせぬ。さて もさても 【伯爵ベズボロヅコ】めは
[日本人工 大黒屋光叢史
9さ て も 【伯爵ベ ズボロッコ】人に憐みの少 しもない奴 じゃ。
10こ のように憂 き難致 し候事 も,み なみな国にて
11親 に不孝致 し候罰に候。今は我が身の上 とな りにけ り。
12な んな く 【伯爵ベズポロ ッコ】めが,今 は親 に不孝を致 しその代 りを,
13今 は 【伯爵ベズボ ロッコ】めが,鬼 になって責め くさるわい。
14嘘 つきの 【伯爵】め じゃ。【伯爵ベズボロッコ】。 きつい 【伯爵ベズホロッコ】。そのかわ り
ρ15死 んだ ら未来は連座の中 と,そ;れをひとつ楽 しみ候。
16pも みな 「南無阿弥陀仏」 こればかりじゃ。
ここでも音声上,方 言的要素がみ とめ られ る。工段 をイ段で,逆 にイ段を工段で発音する場合があ
る。前 者 はMに も存 した が,後 者 は みち れ なか っ た。 例:61(a堅ca3y[帰さず],9aBa鵬M皇Ho[憐
みの]。後例があることによ り,光 太夫の方言では上に指摘 した通 り[e]が狭 い母音ゆえ,[i]と混
同 をお こ し うるの であ ろ う28》。
ロ シア文 字 の ヴ ァ リア ソ トはMよ りもさ らに 多様 で,〈 皿 ・B・ロ ・ノ ・ε ・s・h・N>(そ;れ ぞ
れ=T・B・B.p・e・e・K・ .H)が み え る 。'〈〈10〉も む ろ ん 用 い ら れ て い る 。Mと 同 じ く 五 一卜音 図 の
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Mの 表 と対照 しなが ら上表 をみ る。① 〈イ〉の表記に二 つあるが, 〈昼1〉を語頭 に綴 るこ とはない
(Cf.M①)。〈睡〉 は二重母音の第2要素 としてあらわれる (後述⑪)。② 〈シ〉はMで くC11>のみ
だ ったのに対 し他 にシ ュー音 〈m>を用いた もの, さらにその母音を脱落させたものの計4種 が出て
きて,ゆ れ があ る。 例:4HapHMocμ(c}【の 誤 り)[な り申 し],9CyKocHMo[少し も];3HHraH陸
(sic)
ra・1朋活[にが にが しい];15田iH班apa[死んだ ら];5TOBO皿[通 し], 10.11i2HTa理[致し]。
③ 〈チ ・ッ 〉 をMは くTH・uy>と綴 る が, こち らは く耶 ・皿y>と とも に 〈皿〉 をつ かって綴 る。
(Cf.M.③④)。 ④ハ行は 〈ヒ ・フ 〉 とも に 〈x>を用 いて <XH・xy> と綴 る。 ⑤ ラ行はMで くロ〉
を 〈∬o>を綴 り, 他の 〈リ ・レ〉 は くPII・pe>とくp>で綴 るの に対 し, こち らは 〈ロ〉の他に くう
・レ〉 で くπ〉 を もつ 〈πa・∬e>の綴 りを 〈pa・pe>とともに有 す る。 ラ行がゆれている。⑥ 〈ヲ〉
の 〈BO>は仮名遣いによって出て きた音であ って,.この表に含めるのはやや問題 があ る。Cf.⑩O⑦
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Mで ザ行にひ とつ 〈ジ〉があって く》甜 〉と綴 ったが, こち らには くズ〉を く3y/}Ky>と2通りに,〈 ゼ 〉
を 〈me>と綴 り, やは りゆれている。 (ただ しここには問題あ り)。⑧同 じく<ジ ャ〉はゆれて く3即
氷砂 とあ り,Mに 同 じ。 ⑨長音はこれを無視 して短偉音字のみで綴るのが普通でM と同 じである。
(〈K加aK)〉は後 述) :4HapHMocu㈹(=CH)[な り 申 し],6Moca3y[申 さ ず], 10K。II。iδHH[こ
の よ うに],11,12xyKO[不孝]。頻 出す る くco∬o[候]〉は短音のまま 〈ソロ〉 または 〈ソウ ロウ〉
と長音で読 まれた可能性 もあ り,一概 にきめ られない。また⑨'長音表記に準 じるもの として,仮 名
遣いにひかれて次の ように 〈トヲ〉 すなわち 〈TOBO>と綴 るものがある :5TOBO皿 [通し]。⑩促音
は無表記の場合 と,⑩ 〈π〉を用いてそれを示す場合 とがある。⑩"またMの ように回避する場合 も
みられるが,そ の判定は微妙である。⑩ の例:7-8HH闘Moca耶MO[に つち もさ っち も](ただ し[に
ち もさち も]か もしれないが,後 述)。⑩'の 例:13 H瓠Te[な って]。 この⑩'のや り方,す なわち
促音 を 〈A>で示 す綴 りはおそら く光太夫の独創 とおもわれる20)。F本語の 〈ッ〉の小字による表記
にヒン トをえたのではないか。<T>で はな く く双〉であることの理由がいまひ とつわからないが, し
か し,帰 朝後の書蹟 において も,後 読の音が何音であれ 〈A>で表記 しているのである。例:資 料34
に く加TOO[イ ッ トウ=… 斗]〉,〈XH珊eHb[ヒャヅペ ソ=百 篇]〉。 な お7行 目の
以
〈脳 凪Moca脳MO>
は くM>の上 に上書 きがあ って, さらに <M>の前に 〈A>を書いているのは くH珊珊MO>の ように
〈ニ ッチモ〉 と表記 しようと したあ らわれではなかろうか。 する とこの例は前半が 〈月〉 を含んでそ
れによって促音を表記 し,後半は促音を無表記に した例で 〈ニッチモサ ッチモ〉 と読むべきものかも
しれない。 いずれにせ よ, ここで最重要は⑩ である。⑪二重母音的綴 りの くアイ〉等の 〈イ〉を2
通 りに綴 る。 すなわち第2要 素 に 〈H>を用いる場合 と,ロ シア語的 に 缶〉 を用 いる場合である。
Cf.M⑫ 。 例:4 MaHPHTe[参りて], 6KaKca3y[帰さ ず],15MH皿aHBa[未来 は];3HHraHHra
・皿H藍[に が にが しい], 13CeMeKycapyB餅[責め くさるわ い],14 K照頭[き つい]。⑫擾音は語
中および準語中ではゆれて 〈H/Hb>と2様 に綴 るが,語 末 は 〈H6>のみであ る。Cf.M⑬。 語 中の
例:5,6TeHKacaMae[天 下 様 へ], 6ropaHuyeBa[ゴ ラ ン ツ ゥ へ は];12HaHbHaKy [なん な く],
15皿hibAapa[死 ん だ ら], 15鵬Hb3aHO [連座の]。語 末の 例:10yMHaHb[憂 き難]。
ここで資料7『 花系図都鑑』中の欄外書 き込みの内の くTaHb凪aKy」HKoeKe∬e6a>はく短冊 」 聞 こ
えければ〉 と思われるが21}aその綴 りは上表でカバーで きる。 とくに語中の 〈ソ〉を 〈Hb>で,ま
た 〈レ〉を 〈鵬〉 と綴 る点である。
さて,資 料8 『露国国民学校用算術入門書』の書 き込み(以 下Sと する)も また重要ゆえ,M・
T同 様の検 討を行な う。書かれている文字は単語のみゆえに翻刻は割合する。また光太夫の名前の
表記 については次姉にゆずる。字 体 の ヴ ァ リ ア ソ ト と して 〈6・ノ ・m・11・f>(=B・ 皿 ・T・K・e)
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上表中,イ 段 に 〈i>があ らわれるが, これは くN>と同音 ゆ え,M・Tと 同 じとみて よい。 〈ヨ〉 を
<io魚0>と綴 る点 も注意。 ただ し他の表記で 〈〈10〉があ るか ら,こ れ も同様 とみて よい。擬音 の
〈Hる〉は語末での1 例であるが,〈⇒ はあるいは <L>と綴 ったっも りか も知れず,形の上でやや不
明瞭である。それ よりもこの資料 で注 観すべ きは擁音の綴 りの例が多出することである。 まとめれば
次の ようになる。①擁音の母音をヤ行者に対応する母音字で綴る場合と,① ア行音に対応する母音
字で直音風に綴る場合とがある。σ さらにロシア文字の発音にあわせた綴 りがある。②擁音を変母
音のii受記風に綴 ることがあ る。③擁i音での長音は無視 されて短:音として綴 られ る。




③ 〃:Kの [久],,8310[丞],x合[兵],M10[明],爬y[十7, T町o[長],田o[庄]
このうち く即金 [黙]・Tqy[十]〉の綴 りはロシア語的であ り,お そ らく光太夫 自身による綴 りでは
な く,ラ クスマソあた りからの教示によるものではないか と推量される。
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文字のヴ ァリアソ トとして 〈1・m・ ε ・合 〉 がみえる (=i・T・e・io加0,e)。多 くが飾りの多い大文字筆
記体風にかかれている。表 中,〈 イ〉 で 〈i/H>が並立 し,イ段では母音字は 〈H>をとるが,特 徴的
である。〈シ〉を <皿H>,〈チ〉 を 〈qH>,〈 フ 〉 を 〈Φy>と綴 る ことに注意。 とくに 〈Φy>はM・
T・Sに な か った。 〈ズ〉 は 〈}Ky>と綴 る。擁音の長音は短音的に綴 る :x;o[京]。 この表 で,帰 朝
後の光太夫の書蹟はほとんど読むことが可能である。
以上 に よって, uシ ア文字の18C風なヴ ァリアソ トが使用 さ鞄ていること, 日本語を綴る際 くシ
・チ ・ツ ・ラ ・レ ・ロ ・ズ ・ゼ 実ジ ャ〉 な どで綴 り字 の と くに子音字 でゆ れ を生 じる こ と,長 音 は こ
れを無視 して短母音字で綴 るのが主であるこ と,促音は無表記かあるいは後続音が何であれ 〈瓜〉を
はさみ こんで表示 する こと この方法は光太夫の独創か一,撲 音は語中 ・語尾 にかかわ らず
くH/恥〉 を主 に用 いる こ と, 等の諸点 が明らかになった。
Sに み られる く耶y [十]・凧3てδ[丞] ・T肥 ・[長]〉な ど, 音声学的分析を前提 とした綴 りはロシア
天によって教えられて与えられた綴 りであろうと推量されるが, これ らの内,光 太夫 において残存 し
たのは,〈肪[ン]〉 の場合であ る。 これ と関連 して, ロシア語で語末に綴 る くb>について光太夫は
明確な使用法を体得 しえず,さ らに 〈bん〉の書 き方が よく似 てい ることか ら,さらなる混乱を生 じ
る こ とにな る22)。の ち に'〈ン〉 は くH/Hb/Hb>の3通りに綴 られ る。 長音を短母音字のみで綴るのも
ロシア的である。ただ しこの方式は光太夫 において変ずる。光太夫の方言の音声面で特徴的なのは,
おそ らく<エ〉の音で, これは狭い母音であったろう。そのために しば しば 〈イ〉 と混乱を生 じるこ
とがあ った。初期 の段階では 〈エ〉は 〈e>,〈イ 〉 は く五葦〉 で綴 っている が,と りわけ前者 はロシア
語の発音そのものが [」ε・]で,大 ざっぱないい方 をすれば 〈イ〉の要素が含まれることから,光 太




同 をさけるため に,〈イ〉の方の綴 りに工夫をおこな ったのではなかろうか。 すなわちイ段で 〈N>
ではな く<bI>の音を用いる方式 である。 ロシア語の 〈b豆〉は中舌の 母音でややあいまいな音 であ る
か ら,狭 い明確 な母音の 〈N>よりも日本語 に適 している とみたのか もしれない。帰朝後 において,
〈イ〉が単独で出る場合 とくに くイロハ〉の くイ〉は ① と綴 るが,イ 段 では母音文字は 〈H>と綴
られる ことしば しばである。
6署 名について
光太夫 自身が自分の名前 をどの ように綴 ったであろか。 ロシア文字 によるもの,日 本の文字 による
ものの2通 りを検 討す るが,こ こにそれぞれ興味深い問題 がか くれてい る ものの,前 節 ・前 々節の
観 点か ら従来の説に対 してひ とつの解答を与 えることがで きる。
ロシア文字 による署名につ き,精 密 に説 をのべた者はいない。 漢字 になお していえば光太夫は く大
黒 屋光太夫 ・大光 ・亀屋兵蔵〉 の3っ の名を書 いて いる。 資料8の 表紙裏 にの こる く八a照OKy幻
K砿a⑩〉の署名が綴 り ・字体 ともにロシアの地 にあっての光太夫 自署の典型である。〈A>が2つで
て くるが ともに く〆〉,<K>も2つで るが ともに く11>の字 体,<A>は書法が18C的である。〈K>の
大文字の形 にも注意せよ。〈光〉を 〈K6…〉 とアクセン ト符を付 して綴 る点は見のがせない。〈太夫〉
を く諏am>と綴 り語末は短母音のままである。 ここでは長音を綴 るのにアクセン ト符 を付 すや り方
と,無 視 して短母音で綴 る方法 とが混在 している。アクセン ト符がつけ られてあ:れば,ロ シア人は強
くやや長めに発音するから,口的は達せられる。かかる方式は光太夫のロシア語学習の初期にキリル
・ラクスマンあた りから教示された,た ぶん この書 き方全 体をキ リル ・ラクスマンあた りか ら一義的
に与えられたのではないかと筆者は想像する。光太夫は署名においてこのアクセン ト符つきの綴 りと
字体 をロシア滞在 中は墨守す る。資料7の 表紙 に残 る朱筆の く1791ro八a」月m瓢yπaHKoKy∬」
HHmHbK6服K)>23)も同 じタイプである。 旧レニングラー ドに残 る浄瑠璃本 にもどうやら多数のこっ
て い る よ うで あ る。 例 え ば 『絵 本写 宝 袋』 の 見返 しに く月no11皿y」瓜aHKOKy∬1<6以alo>とあ り,同 じも
の が 『礒軍 配 』四 段 目表紙 にみ え る。 また上 述のT中9行 に 〈珊o旺y(sic)AaHKoKy兄K6Aa}o>とあ
る。 なお,Mの1.行 目 〈HnoHuy双aHKoKy汎Ko几a10>の署 名は この タイ プの ヴ ァ リア ン トとみ られ,
〈KOAalO>のくP>がく∂〉で書かれ<0>の 上にかぶさ って いる。写真が不鮮明ゆえに く0>にア ク
セン トがあるか,あ るいは 〈∂〉のひげが くo>の上 にのびてアクセン ト符 をかねてい るのか,判 断
で きない。 おそ ら くいずれかの形 でア クセン ト符 をもつ と想像す る。なお,資 料5の 書簡末 および
封にあ る署名については,微 妙な点が不明であ り,い まは と りあげない。
<亀屋兵蔵>2e)は現在はた った1例 が,資 料8の 遊び紙裏 にみえる:<KaMe兄x盒030>。字体は 〈e>
を 〈ε〉 と書 く。 さらに 〈分〉を使 う。ここでは くヒ ョーゾー〉 中の2つ の長音 が前半は 〈x合一〇一〉
と母音を重:ねて綴 り,後半は ぐっo>と短母音のみで無視 して綴る。長音を母音字を重ねて綴る方式
もすでに考えら煮ていた ことを物語 り,き わめて興味 ぶかい。
資料8の 表紙 の皮部分 に 〈照uKo>の 書 き込 みがあ る。通称のひ とつ 〈大光〉であろうが,こ こ
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では<Ko>と 長音は無視 して短母音のみで綴 られ,ア クセ ン ト符 もない。帰朝後のロシア文字によ
る署名の祖型は早 くからここに存する点に注意すべ きである。以上か ら,光 太夫は ロシア滞在中,長
音 を表 わすや り方 を3つ 心得ていたこ とになる。 第1は アクセン ト符を付す こと,第2は 無視 して
短繹音字のみで綴る,第3は 母音字を重ねて綴るやり方である。第1は 自己の署名にのみあ らわれ
後2者 が主に用い られるようになる。
<AaHKo>の署名は,帰 朝後の書蹟 において形 をかえて頻出する ことになる。帰朝後の もっとも早
い 署名 と して資料10中の ものが あ る(玉794年,寛 政6)。 〈八aH.Koo.〉とあ って,〈 ダイ〉 の くイ〉 が
くH>で綴 られ,〈コー〉の長音が くKOO>と母 音を重ねて綴 られ,し か も必ず両語末にピ リオ ドを う
つ。初 めの教育の成果である25)。これが帰朝後の書跡 にあ らわれ る彼の署名の基本形である。資料
10の頭文字の くA>は活字体風である 耀 〉 に,あ るいはかさりをつけて く診 とするもの,そ の他
に筆記体風に 〈.2>,さらに小文字筆記体 〈∂〉 と書 くものがある。<H>もさまざまな こまかい書法
の ち が いをみ せ る:〈'd`・浜 ・庭 ・μ〉 等 々。<Koo>は活 字体 風 に 〈Koo/Koo>とす る もの,<K/K>
を 〈n・.x.〉とす る ものSさ ら に くoo>の部 分 を く2・ 卸 〉 とひ げ をつ け る もの な ど,デ ザ イン 化
され た 種 々の パ ター ン が展 開 さ れ る。 なお年 紀 の ない 資料36のみ 〈Aal.Koo.〉と くi>字が で て くる。
また さらに署名の前 に生国の 〈ice[伊勢]〉(ただ し<e>は くε〉)を冠することもあるが綴 りは安
定 している。紙幅の関係で各々の例 を掲げる ことは しないが,要 は,〈ハabI>とくイ〉に くH>を用
いること,〈KOO>と長音 を二重母音で表わすこ と,ピ リオ ドをうつ こと,さ らにヴ ァリアソ トを く
みあわせて種 々に署名することが,知 られた と思 う。
次に 日本の文字に よる自署に移 る。基本的には 〈大黒屋光太夫 ・大光 ・亀屋兵蔵 ・亀兵〉の4っ 。
い ま 〈大黒屋光太夫〉のみを問題 として,結 論的に述べる。① 〈大黒屋〉 を く大黒〉のみ どし,年 令
末に く翁〉字 を付加す るこ とが66歳(文化13,1816)以降でて くる。ただ し例外あ り。② 〈光〉を 〈幸〉
とす る ものが あ る。 資料2(天 明104790)・3(天 明11・179])および資料27(文 政10・1827)に
あ り,よ って時間 による変化はない。③ 〈太夫〉を く大夫〉 とすることがあ る。はや く資料3・4(と
もに天明11)・5にみえるか ら時間の経過によって く大夫〉 となったのではない。④ 〈光太夫〉を く幸
太輔〉(資料2),〈大黒〉を 〈大国〉(資料27)とする例が各1例 ある。以.とから,光 太夫はいわゆる
音通 と好字をた くみに使 って 自分 の名 を書 いた ことが判明するであろ う26)。ただ叔父の名が く幸太
,
夫〉ゆえに自分 では く光太夫〉 を用 い,〈翁〉 と自認する頃から 〈大黒光太夫〉 と名の り,か つ書い




光太夫 の独特な書蹟は,上 で述べた ように文字の異体を好み,・〈音通〉や く好字〉を自在 に用い,
さ らにいわば 〈悪達者ぶ り〉な書法に よって,い ささか遊び心 も加わ って形成されたものである。 こ





のは書 として,そ れぞれ鑑賞にたえるほ どの境地 に達 した と評すべきであ る。だが,こ とロシア文字
においては,初 期の教育の成果 と考 えられるが,日 木人の もっとも不得意 とするパ ンクチ ュエー シ ョ
ンの初歩 を後 々まで守 り,書法においても基本に忠実であ る。そ して応用 と してロシア文字による日
o
本語の表記において,促 音の表記 を独 自に考えだ した。この時代にあ って市井の一個入 としてはけっ
してささやかな事業ではなかったであろう。高 く評価すべ きである。 これ らの反照 をわれわれは大黒
屋光太夫の書蹟資料のなかに見い出すこ とがで きるのであ る28)。
〔謝辞〕本稿を草するにあたり国立公文書館,早稲田大学図書館,ゲ ッチンゲン大学図書館,古河歴
史博物館,市 立函館図書館および辻 正,山 口俊彦の両氏に協力を得ま した。記 して謝意を表 します。
注
1)以 下参考のために主たる写真掲載の場所を示 してお く。書名は正 しくは参考文献 の リス トにつかれよ。1:
『北瑳聞略』解説末2:「 窓」85号(1993年6月)P.263,9:『あけぼの」図20,図215=『北瑳聞略』解
説 末6:『 光 太 夫 の 悲 恋 』p.14(『宝 袋 』 見 返 し),p.22(『暇 軍 配 』 四 段 目 の 表 紙),p.38(見 返 し),p.40
(『森鏡』見返 し),p,42(同裏表紙)7:『 あけぼの』図32。ただ し巻頭見開 きのみ。8:.同 図199:『北瑳
閉路』挿絵p.210:「洋学資料図録」(早稲田大学図書館,昭 和43年)1-711:『あけぼの』図24董2:「好
古類纂」第11集(明治36年)p.7413:『あけぼの』図2514=同 図2615:同 図2716:同 図2817:同
図2918:同 図3020:『北瑳聞賭』解説末21:『 あけぼの』図3122:同 図3223:同 図3324:同 図
P
3525:同 図3426:同 図3628:同 図3929:同 図4030,31,32:同 図41,42,4333:中 村 楓 水 『河 芸




p.306.;林若樹 〈余の蔵する近世名家の草稿〉,〈若樹文庫入札略 目録〉(日本書誌学 大系28『林若樹集』青裳
堂書店,昭 和58年)pp.660,591.なお,最 後のものについては,次 の書の中に く東京林若書氏蔵〉の く漂流
人幸太夫B記ノ内〉 として2枚の写真が掲げられている=大隈重信 「開国大勢史』早稲田大学出版部,大正2
年 。
3)資 料10中に見える。語中に 〈一y一〉があるから く珊Hyapi湿珊yap揃〉をこう綴 ったのであろ う。〈reHBapb>
ではなかろう。参照:r大 黒屋光太夫』pp.204-206,村山七郎 〈大黒屋光太夫の言語学上の功績>p.17(r北
握聞略』第2刷,昭 和40年),『魯西亜文字集』解説p.77.











9)鷲 ペ ソ の 手 は 資料1・3・5・8に,鉛 筆 の 手 は7に あ る。 参 照1岩 井 上 掲 論 文pp.160-167,212-213。
10)r光太夫の悲恋』p。36,
11)た とえ ば 資 料1・2・3・9・5・8の 署 名 ・年 紀 等 を 比 較 せ よ 。
12)帰朝跡のロシア文字:大文字による遺墨がその典型例。 ものによって亀井高孝は雅致を認めている。r大黒屋









19)『光太夫の悲恋』p.61および 『魯西亜文字集』p.96の写真 による。前者pp.60-61および杉本つ とむr北 磋
聞賭』解説p.685に日本語の読みがあ る。
20)このように書いたが,キ リル ・ラクスマソあた りの音声学的な知見が背後に潜 んでいる と推量 されるが,
〈A>1字に固定 して しまったのは一 お そ らく日本語で 〈ッ>1字 でもって表記することと関連する一 …一光太
夫においてであったろう。
21)〈短li紐〉の語は この書き込み下の浄瑠璃本文中に見える。
22)旧正書法 においてはいわゆる硬子音でおわる語はかな らず く⇒ を伴って綴 られた。ゆえに 〈HL>の綴 りは
ロシア語にあ りうる。例o恥[彼 は]。一方,日 本語の 〈ソ〉は ロシア人には軟音に聞こえ,し たがって<AF>
に綴るのが普通である。光太夫は正書法止め綴りと仮 りの音声的表記との差異がわからなかったが,これは無
理か らぬことであった。
23)〈1791年」 日本人 大黒屋」 日本 光太夫〉の意。〈朋OH町〉はロシア語 としては く朋oHe叫〉の単数 ・与格
〈F.本人に〉の意であるが,光 太夫にはその意識がなかったようである。 この形で単に 〈日本人〉の意味で し
ぱ しば使っている。すなわち格変化の観念がなかった と結論づけ られるが,こ れも無理からぬことであった。
24)〈亀屋兵蔵〉 と く大黒屋光太夫〉の名前の問題 については次を参照のこと:『光太夫の悲恋』p.11～,加藤
玄悦r我 衣』巻四(『日本庶民生活史料集成」第15巻,三一書房,1971年),仲見秀雄 く遭難以前の大黒屋光
太夫〉「三重の古文化」x;71,平成6年3月 。
25)パンクチ ュエーシ ョンは近代ヨー ロッパ語 にとっては基本的な約束 事であるが,日 本語つまり日本人には も
' 1つとも理解 しに くいことであ り,この事情は今日でもかわ りない。光太夫にあ ってはロシア文字 を草す る時,
のちのちになって も文や語の末にピリオ ドを記すのは,よ ほど教育された結果 とみられるのである。
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